
 

 

 

子どもに多い，長引く咳… 

◆感染症に関するお問合せ 

（TEL:075-222-4244 FAX:075-222-4062） 

◆発行元 京都市衛生環境研究所 管理課 
（TEL:075-312-4942 FAX:075-311-3232） 

京都市保健福祉局 健康安全課 

平成３１年２月号	

ひゃく にち ぜき 

百日咳は，普通のかぜ症状で始まり，次第に咳の回数が増えて，程

度も激しくなります（約２週間）。その後，「コンコン・・・」という

連続的な短い咳と，息を吸ったときに「ヒュー」という症状を繰り返

します（約２～３週間）。乳幼児（特に１歳以下の乳児）がかかると，

重症化し，命にかかわることもあります。また，子どもに多い病気で

すが，近年，大人がかかることも増えてきました。咳が続く場合は，

早めに医療機関を受診しましょう。 

「百日咳を予防しましょう！」 

（健康安全課ホームページ） 

※百日咳の症状や予防の詳細については下記の QR コードからホームページを御覧ください。	


